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（様式⑦－１　小学校・中学校）





中学校区(学校群)におけるめざす子ども像　　　　「自ら課題をみつけ　仲間とともに　未来を創り出す子ども」の育成





令和６年度　重点目標 


学校教育目標「豊かな心を持ち，ともに学び支えあう子の育成」を踏まえ，重点目標を「学びをつなぐ」「心・命をつなぐ」「地域をつなぐ」～　自ら学び，考え，活用する力の育成　～


具体的には　①温かい人間関係の中で，教職員全員で共に子どもを育てる　②一人一人の意欲と能力を伸ばす　③共によりよい「神石小教育」を創造する　の３点を基本方針として取り組みます。





「確かな学び」の現状


児童は全体的に落ち着いて学習に取り組む姿勢ができており，自らを高めようとする姿も見られ，活気のある学校生活を送っています。自ら進んで挨拶する，廊下・階段は歩く，授業中の移動は私語を慎むなど，基本的な生活習慣を維持しながら落ち着いた環境の下,全児童が安心して学びあい高めあえる学校環境づくりを行います。基礎学力の定着を目標に，児童の学びの実情にあった個に応じた指導方法の工夫改善や１人１台のタブレットを効果的に活用するICT教育の推進にも取り組みます。児童が自分の考えを分かりやすく伝えることを前提に，異なる考えをもとに自分の考えを導き，よりよい学びを生み出す指導方法の工夫を図り，学びを実生活で活用できる学力（生きる力）の育成をめざします。また，学校群の柱でもある総合的な学習の時間の充実を図り,探求的な学びを推進します。





「豊かな心・健やかな体」の現状


楽しく学校生活を送っている児童が多く,教職員との関係も良好です。低学年から学校教育目標を軸に学校群のめざす子ども像の育成に向けて，「豊かな心」「自己成長力」の育成を図ります。加えて，本校の重要課題である家庭児童支援をはじめ，学校群家庭児童生徒支援への対応については，群推進加配教員を中心に関係諸機関と連携して取り組みます。支援学級児童の在籍数も多い現状を踏まえ,インクルーシブ教育の推進を図り,一人一人の子どもを大切に共に学び共に生きる教育活動に取り組みます。読書活動では,低学年から読書習慣を身につけられるよう学級文庫の充実を図るなど，図書環境を整えます。学校群で共通理解を図り，豊かな心を育む様々な交流を図り,９年間を見据え，つながる教育活動を進めていきます。





校長から（年度末）





学校関係者評価者から（年度末）





学校関係者評価者から（年度末）








校長より（年度末）家庭学習の習慣を身に付けることは，学習の基礎基本が定着し学力向上へとつながる。一人一台端末のドリルパークの活用，TOFASの結果分析を行い個に応じた取組等,研修部で方策を検討し実践する。あいさつでは，自分から進んで行うことが苦手な児童が多いことから，児童会を中心に年間を通して主体的な取組を行い，一人ひとりがその意義と大切さに気付き，習慣化を図りたい。











